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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信システムであって
、
　前記移動局は、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する通信品質測定手段
を具備し、
　前記無線局は、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質を取得する通信
品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記送信信号の繰り返し数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
を送信する送信手段とを具備し、
　前記通信品質取得手段は、取得した前記通信品質の中から最低の通信品質を選択し、
　前記伝送方法変更手段は、選択された最低の通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送
信数を決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項２】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信システムであって
、
　前記移動局は、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する通信品質測定手段
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を具備し、
　前記無線局は、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質を取得する通信
品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記送信信号の繰り返し数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
を送信する送信手段とを具備し、
　前記通信品質取得手段は、前記複数の移動局から前記通信品質を取得し、取得した品質
の平均値を算出し、
　前記伝送方法変更手段は、算出された前記平均値と予め設定された基準値との間の差分
を算出し、算出した差分の大きさに応じて前記信号の繰り返し送信数を決定することを特
徴とする移動通信システム。
【請求項３】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信システムであって
、
　前記移動局は、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する通信品質測定手段
を具備し、
　前記無線局は、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質を取得する通信
品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記送信信号の繰り返し数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
を送信する送信手段と、
　無線リソースの状況を管理する無線リソース管理手段とを具備し、
　前記伝送方法変更手段は、前記通信品質及び前記無線リソースの状況に応じて、前記信
号の繰り返し送信数を決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の移動通信システムであって、
　前記通信品質は、受信電力、信号誤り率、干渉信号量又は信号対干渉信号量比の少なく
とも一つを含むことを特徴とする移動通信システム。
【請求項５】
　複数の移動局との間のマルチキャスト通信に対応可能な無線局であって、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から、マルチキャスト通信により
送信された信号の通信品質を取得する通信品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
を送信する送信手段とを具備し、
　前記通信品質取得手段は、取得した前記通信品質の中から最低の通信品質を選択し、
　前記伝送方法変更手段は、選択された最低の通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送
信数を決定することを特徴とする無線局。
【請求項６】
　複数の移動局との間のマルチキャスト通信に対応可能な無線局であって、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から、マルチキャスト通信により
送信された信号の通信品質を取得する通信品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
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を送信する送信手段とを具備し、
　前記通信品質取得手段は、前記複数の移動局から前記通信品質を取得し、取得した品質
の平均値を算出し、
　前記伝送方法変更手段は、算出された前記平均値と予め設定された基準値との間の差分
を算出し、算出した差分の大きさに応じて前記信号の繰り返し送信数を決定することを特
徴とする無線局。
【請求項７】
　複数の移動局との間のマルチキャスト通信に対応可能な無線局であって、
　特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から、マルチキャスト通信により
送信された信号の通信品質を取得する通信品質取得手段と、
　取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する伝送方法変更手
段と、
　決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号
を送信する送信手段と、
　無線リソースの状況を管理する無線リソース管理手段とを具備し、
　前記伝送方法変更手段は、前記通信品質及び前記無線リソースの状況に応じて、前記信
号の繰り返し送信数を決定することを特徴とする無線局。
【請求項８】
　請求項４乃至請求項７のいずれかに記載の無線局であって、
　前記通信品質は、受信電力、信号誤り率、干渉信号量又は信号対干渉信号量比の少なく
とも一つを含むことを特徴とする無線局。
【請求項９】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信方法であって、
　前記移動局が、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する工程Ａと、
　前記無線局が、特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質
を取得する工程Ｂと、
　前記無線局が、取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する
工程Ｃと、
　前記無線局が、決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に
対して前記信号を送信する工程Ｄとを有し、
　前記工程Ｂにおいて、前記無線局が、取得した前記通信品質の中から最低の通信品質を
選択し、
　前記工程Ｃにおいて、前記無線局が、選択された最低の通信品質に応じて、前記信号の
繰り返し送信数を決定することを特徴とする移動通信方法。
【請求項１０】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信方法であって、
　前記移動局が、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する工程Ａと、
　前記無線局が、特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質
を取得する工程Ｂと、
　前記無線局が、取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する
工程Ｃと、
　前記無線局が、決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に
対して前記信号を送信する工程Ｄとを有し、
　前記工程Ｂにおいて、前記無線局が、前記複数の移動局から前記通信品質を取得し、取
得した品質の平均値を算出し、
　前記工程Ｃにおいて、前記無線局が、算出された前記平均値と予め設定された基準値と
の間の差分を算出し、算出した差分の大きさに応じて前記信号の繰り返し送信数を決定す
ることを特徴とする移動通信方法。
【請求項１１】
　無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動通信方法であって、
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　前記移動局が、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定する工程Ａと、
　前記無線局が、特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局から前記通信品質
を取得する工程Ｂと、
　前記無線局が、取得した前記通信品質に応じて、前記信号の繰り返し送信数を決定する
工程Ｃと、
　前記無線局が、決定された前記信号の繰り返し送信数に基づいて、前記複数の移動局に
対して前記信号を送信する工程Ｄと、
　前記無線局が、無線リソースの状況を管理する工程Eとを有し、
　前記工程Ｃにおいて、前記無線局が、前記通信品質及び前記無線リソースの状況に応じ
て、前記信号の繰り返し送信数を決定することを特徴とする移動通信方法。
【請求項１２】
　請求項９乃至請求項１１のいずれかに記載の移動通信方法であって、
　前記通信品質は、受信電力、信号誤り率、干渉信号量又は信号対干渉信号量比の少なく
とも一つを含むことを特徴とする移動通信方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線局（無線制御装置又は基地局）及び複数の移動局によってマルチキャスト
通信を行う移動通信システム、移動通信方法及びこれらに用いて好適な無線局に関する。
具体的には、所定の基地局が、複数の移動局に対して共通の情報を送信する移動通信シス
テム、移動通信方法及びこれらに用いて好適な無線局に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、図４に示すように、一つ又は複数の基地局が、エリア内の不特定多数の移動局に対
して共通な情報を一斉に送信するブロードキャスト（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ）通信を行う移
動通信システムや、図５に示すように、一つ又は複数の基地局が、特定のマルチキャスト
グループに属している複数の移動局に対して共通な情報を送信するマルチキャスト（Ｍｕ
ｌｔｉｃａｓｔ）通信を行う移動通信システムが知られている（例えば、非特許文献１参
照）。
【０００３】
【非特許文献１】
後藤敏著「モバイルコンピューティング」アスキー出版局、１９９９年６月１１日、ｐ．
１２５
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の移動通信システムでは、各移動局における通信品質が異なるため、
ある移動局によっては所望の通信品質を満たすことができないという問題点があった。
【０００５】
例えば、基地局の近傍に位置する移動局は、他の移動局に比べて良好な通信品質を得るこ
とができるが、それ以外の移動局は、他の移動局に比べて劣悪な通信品質しか得ることが
できないという問題点があった。
【０００６】
すなわち、あるエリア内に属する各移動局のそれぞれの通信品質は、基地局と各移動局と
の間の位置関係で変動するため、均質なものではないという問題点があった。このため、
あるエリア内に属する全ての移動局に所望の通信品質を与えることのできる移動通信シス
テムの開発が望まれていた。
【０００７】
そこで、本発明は、以上の点に鑑みてなされたものであり、各移動局における通信品質の
相互のバランスを考慮して、共通情報を送信する際の伝送方法を変更することで、各移動
局における通信品質を所望の通信品質に近づけるようにさせると共に、移動通信システム
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全体としての通信品質を向上させることのできる移動通信システム、移動通信方法及びこ
れらに用いて好適な無線局を提供することを課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の特徴は、無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行う移動
通信システムであって、前記移動局が、前記基地局から送信された信号の通信品質を測定
する通信品質測定手段を具備し、前記無線局が、前記複数の移動局から前記通信品質を取
得する通信品質取得手段と、取得した前記通信品質に応じて、誤り符号化レート、繰り返
しビット数、インターリーブ長、多重コード数又は送信信号の繰り返し数の少なくとも一
つについての伝送方法を変更する伝送方法変更手段と、変更された前記伝送方法に基づい
て前記複数の移動局に対して前記信号を送信する送信手段とを具備することを要旨とする
。
【０００９】
ここで、通信品質は、受信電力、信号誤り率、干渉信号量又は信号対干渉信号量比の少な
くとも一つを含むことが好ましい。
【００１０】
かかる発明によれば、基地局が、各移動局において測定された通信品質（受信電力等）に
応じて、誤り符号化レート等の伝送方法を変更し、変更された伝送方法に基づいて、複数
の移動局に対して信号を送信するため、基地局は、各移動局における通信品質（受信電力
等）のバランスを考慮して信号の伝送方法を決定することができる。
【００１１】
また、かかる発明によれば、基地局は、各移動局における通信品質（受信電力等）が向上
するように伝送方法を変更して信号を送信することができる。
【００１２】
本発明の第１の特徴において、前記通信品質取得手段が、取得した前記通信品質の中から
最低の通信品質又は最高の通信品質を選択し、前記伝送方法変更手段が、選択された最低
の通信品質又は最高の通信品質に応じて、前記伝送方法を変更することが好ましい。
【００１３】
かかる場合、基地局が、各移動局において測定された通信品質の中から、最低の通信品質
又は最高の通信品質を選択し、選択した通信品質に応じて伝送方法を変更することができ
るので、基地局は、所望の通信品質を満たしていない移動局の通信品質を向上させるよう
に、伝送方法を変更することができる。
【００１４】
また、本発明の第１の特徴において、前記通信品質取得手段が、前記複数の移動局から前
記通信品質を取得し、取得した品質の平均値を算出し、前記伝送方法変更手段が、算出さ
れた前記平均値と予め設定された基準値との間の差分を算出し、算出した差分の大きさに
応じて前記伝送方法を変更することが好ましい。
【００１５】
かかる発明によれば、基地局は、算出された平均値と予め設定された基準値との間の差分
の大きさに応じて、伝送方法を変更することができるので、移動局における通信品質を全
体的に向上させることができる。
【００１６】
また、本発明の第１の特徴において、前記無線局が、無線リソースの状況を管理する無線
リソース管理手段を具備し、前記伝送方法変更手段が、前記通信品質及び前記無線リソー
スの状況に応じて、前記の伝送方法を変更することが好ましい。
【００１７】
かかる発明によれば、伝送方法変更手段が、移動局における通信品質及び無線リソースの
状況に応じて伝送方法を変更するため、移動通信システムにおける無線リソースを有効に
利用することができる。
【００１８】
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また、本発明の第２の特徴は、複数の移動局との間のマルチキャリア通信に対応可能な無
線局であって、前記複数の移動局から、マルチキャリア通信により送信された信号の通信
品質を取得する通信品質取得手段と、取得した前記通信品質に応じて、誤り符号化レート
、繰り返しビット数、インターリーブ長、多重コード数又は送信信号の繰り返し数の少な
くとも一つについての伝送方法を変更する伝送方法変更手段と、変更された前記伝送方法
に基づいて、前記複数の移動局に対して前記信号を送信する送信手段とを具備することを
要旨とする。なお、無線局は、無線制御装置又は基地局によって構成される。
【００１９】
また、本発明の第３の特徴は、無線局及び複数の移動局によってマルチキャスト通信を行
う移動通信方法であって、前記移動局が、前記基地局から送信された信号の通信品質を測
定する工程Ａと、前記無線局が、前記複数の移動局から前記通信品質を取得する工程Ｂと
、前記無線局が、取得した前記通信品質に応じて、誤り符号化レート、繰り返しビット数
、インターリーブ長、多重コード数又は送信信号の繰り返し数の少なくとも一つについて
の伝送方法を変更する工程Ｃと、前記無線局が、変更された前記伝送方法に基づいて、前
記複数の移動局に対して前記信号を送信する工程Ｄとを有することを要旨とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
（本発明の一実施形態に係る移動通信システムの構成）
本発明に係る移動通信システムについて図面を参照しながら説明する。図１は、本実施形
態に係る移動通信システムの概略構成図である。
【００２１】
本実施形態に係る移動通信システムは、基地局１００ａ～１００ｇが、エリア３００ａ～
３００ｇに属している移動局２００ａ～２００ｌに対して共通情報を送信することによっ
て、マルチキャスト通信を行うものである。ここで、エリア３００ａ～３００ｇは、基地
局１００ａ～１００ｇによってそれぞれ管理されているものとする。
【００２２】
なお、本実施形態において、基地局１００ａ～１００ｇが、複数のエリア３００ａ～３０
０ｇに跨って同一のマルチキャストグループに属している移動局２００ａ～２００ｌに対
して共通情報を送信するものであってもよい。
【００２３】
また、本実施形態において、基地局１００ａが、単一のエリア３００ａ内で同一のマルチ
キャストグループに属している移動局２００ａに対して共通情報を送信するものであって
もよい。
【００２４】
本実施形態では、前者を前提に説明するが、本発明は、後者にも当然に適用することがで
きる。
【００２５】
なお、移動局２００ａ～２００ｌの機能は、基本的に同一であるので、以下、移動局２０
０ａの機能について説明する。また、基地局１００ａ～２００ｇの機能も、基本的に同一
であるので、以下、基地局１００ａの機能について説明する。
【００２６】
移動局２００ａは、本実施形態では、図１に示すように、送受信部２１０と、制御部２２
０と、通信品質測定部２３０とを備える。
【００２７】
送受信部２１０は、基地局１００ａ～１００ｇとの間で信号を送受信するものである。具
体的には、送受信部２１０は、基地局１００ａ～１００ｇから送信された信号を受信する
。また、送受信部２１０は、通信品質測定部２３０によって測定された前記信号の通信品
質を、基地局１００ａ～１００ｇに対してそれぞれ送信する。
【００２８】
制御部２２０は、移動局２００ａの各機能について制御するものである。
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【００２９】
通信品質測定部２３０は、基地局１００ａ～１００ｇから送信された信号の通信品質を測
定するものである。ここで、本実施形態において、通信品質は、受信電力、信号信号誤り
率、干渉信号量又は信号対干渉信号量比の少なくとも一つを含むものとする。
【００３０】
通信品質測定部２３０は、図１に示すように、受信電力測定部２３１と、信号誤り率測定
部２３２と、干渉量測定部２３３と、信号対干渉量比算出部２３４とを具備する。なお、
通信品質測定部２３０は、これらの全ての機能を具備するものでもあってもよく、上述の
機能のいずれかを具備するものであってもよい。
【００３１】
受信電力測定部２３１は、基地局１００ａ～１００ｇから受信した信号の受信電力を測定
するものである。
【００３２】
信号誤り率測定部２３２は、基地局１００ａ～１００ｇから受信した信号の信号誤り率を
測定するものである。
【００３３】
干渉量測定部２３３は、基地局１００ａ～１００ｇから受信した信号に含まれる干渉信号
量を測定するものである。ここで、干渉信号量には、基地局１００ａ～１００ｇからの干
渉信号量や、他の移動局２００ｂ～２００ｌからの干渉信号量等が含まれる。
【００３４】
信号対干渉量比算出部２３４は、基地局１００ａ～１００ｇから取得した信号と干渉信号
量との比（信号対干渉信号量比）を測定するものである。
【００３５】
また、通信品質測定部２３０は、測定した通信品質を、送受信部２１０を介して、基地局
１００ａ～１００ｇの送受信部１１０に送信する。
【００３６】
基地局１００ａは、図１に示すように、送受信部１１０と、通信品質データベース１２０
と、通信品質取得部１３０と、伝送方法変更部１４０と、伝送方法データベース１５０と
、無線リソース管理部１６０とを備える。
【００３７】
送受信部１１０は、伝送方法変更部１４０によって変更された伝送方法によって、移動局
２００ａ～２００ｌとの間で信号の送受信するものである。また、送受信部１１０は、無
線制御装置５０との間で信号の送受信するものである。
【００３８】
具体的には、送受信部１１０は、各移動局２００ａ～２００ｌから送信された通信品質を
受信し、受信した通信品質を通信品質データベース１２０に記憶する。ここで、通信品質
は、各移動局２００ａ～２００ｌの通信品質測定部２３０によって測定されたものである
。
【００３９】
通信品質データベース１２０は、各移動局２００ａ～２００ｌで測定された各通信品質を
記憶するものである。
【００４０】
具体的には、通信品質データベース１２０は、図２に示すように、各移動局２００ａ～２
００ｌについて、「受信電力（－５０ｄＢｍ、－４５ｄＢｍ、－４５ｄＢｍ・・・・）」
、「信号誤り率（０．００１％、０．００２％、０．００３％・・・・）」、「干渉信号
量（－１１０、－１３０、－１１０・・・・）」「信号対干渉信号量比（１１、１２、１
３・・・・）」を記憶する。
【００４１】
通信品質取得部１３０は、通信品質データベース１２０に記憶された通信品質を取得して
、伝送方法変更部１４０に送信するものである。
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【００４２】
具体的には、通信品質取得部１３０は、通信品質データベース１２０を参照して、特定の
マルチキャストグループに属する移動局について、複数の通信品質の中から少なくとも一
つの通信品質を選択し、選択した通信品質を伝送方法変更部１４０に出力する。
【００４３】
ここで、通信品質取得部１３０は、通信品質データベース１２０に記憶されている通信品
質の中から、所定の通信品質、例えば、「受信電力」や「信号誤り率」や「干渉信号量」
や「信号対干渉信号量比」等を選択する。また、通信品質取得部１３０は、所定の移動局
の通信品質、例えば、特定のマルチキャストグループに属する移動局に係る通信品質を選
択する。
【００４４】
例えば、通信品質として「受信電力」が選択された場合、通信品質取得部１３０は、特定
のマルチキャストグループに属する移動局のそれぞれに対応する受信電力の中から、最高
の受信電力又は最低の受信電力を選択して、当該受信電力と当該受信電力に対応する移動
局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力する。
【００４５】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の受信電
力の平均値を算出して、算出した平均値と当該マルチキャストグループに属する移動局に
属する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。また、通信品質取
得部１３０は、上述のように算出した平均値が所定値を超えている場合のみ、当該平均値
及び当該移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００４６】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の受信電
力の中から選択された最低の受信電力についての所定期間内の変動量を算出し、算出した
変動量と当該最低の受信電力に対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出
力してもよい。また、通信品質取得部１３０は、上述の変動量が所定値を超えている場合
のみ、当該変動量を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００４７】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の受信電力を基準値として、当該
基準値との差分が所定の範囲にある受信電力と当該受信電力に対応する移動局の識別情報
とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００４８】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の受信電力を基準値として、当該
基準値を用いて任意の方法で抽出した移動局（例えば、受信電力が小さい順に選択された
Ｎ個の移動局や、受信電力が平均値に近い順に選択されたＮ個の移動局や、受信電力がＮ
番目に小さい移動局）の識別情報と当該移動局の受信電力とを、伝送方法変更部１４０に
出力してもよい。
【００４９】
その他、通信品質取得部１３０は、当該基準値との差分が所定の範囲にある受信電力に対
応する移動局の数が所定数を超えた場合のみ、上述の受信電力及び当該受信電力に対応す
る移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５０】
例えば、通信品質として「信号誤り率」が選択された場合、通信品質取得部１３０は、特
定のマルチキャストグループに属する移動局のそれぞれに対応する各信号誤り率の中から
、最大の信号誤り率又は最小の信号誤り率を選択して伝送方法変更部１４０に出力する。
【００５１】
例えば、通信品質として「信号誤り率」が選択された場合、通信品質取得部１３０は、特
定のマルチキャストグループに属する移動局のそれぞれに対応する信号誤り率の中から、
最高の信号誤り率又は最低の信号誤り率を選択して、当該信号誤り率と当該信号誤り率に
対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力する。
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【００５２】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の信号誤
り率の平均値を算出して、算出した平均値と当該マルチキャストグループに属する移動局
に属する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。また、通信品質
取得部１３０は、上述のように算出した平均値が所定値を超えている場合のみ、当該平均
値及び当該移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５３】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の信号誤
り率の中から選択された最低の信号誤り率についての所定期間内の変動量を算出し、算出
した変動量と当該最低の信号誤り率に対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４
０に出力してもよい。また、通信品質取得部１３０は、上述の変動量が所定値を超えてい
る場合のみ、当該変動量を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５４】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の信号誤り率を基準値として、当
該基準値との差分が所定の範囲にある信号誤り率と当該信号誤り率に対応する移動局の識
別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５５】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の信号誤り率を基準値として、当
該基準値を用いて任意の方法で抽出した移動局（例えば、信号誤り率が小さい順に選択さ
れたＮ個の移動局や、信号誤り率が平均値に近い順に選択されたＮ個の移動局や、信号誤
り率がＮ番目に小さい移動局）の識別情報と当該移動局の信号誤り率とを、伝送方法変更
部１４０に出力してもよい。
【００５６】
その他、通信品質取得部１３０は、当該基準値との差分が所定の範囲にある信号誤り率に
対応する移動局の数が所定数を超えた場合のみ、上述の信号誤り率及び当該信号誤り率に
対応する移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５７】
例えば、通信品質として「干渉信号量」が選択された場合、通信品質取得部１３０は、特
定のマルチキャストグループに属する移動局のそれぞれに対応する干渉信号量の中から、
最高の干渉信号量又は最低の干渉信号量を選択して、当該干渉信号量と当該干渉信号量に
対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力する。
【００５８】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の干渉信
号量の平均値を算出して、算出した平均値と当該マルチキャストグループに属する移動局
に属する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。また、通信品質
取得部１３０は、上述のように算出した平均値が所定値を超えている場合のみ、当該平均
値及び当該移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００５９】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の干渉信
号量の中から選択された最低の干渉信号量についての所定期間内の変動量を算出し、算出
した変動量と当該最低の干渉信号量に対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４
０に出力してもよい。また、通信品質取得部１３０は、上述の変動量が所定値を超えてい
る場合のみ、当該変動量を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６０】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の干渉信号量を基準値として、当
該基準値との差分が所定の範囲にある干渉信号量と当該干渉信号量に対応する移動局の識
別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６１】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の干渉信号量を基準値として、当
該基準値を用いて任意の方法で抽出した移動局（例えば、干渉信号量が小さい順に選択さ
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れたＮ個の移動局や、干渉信号量が平均値に近い順に選択されたＮ個の移動局や、干渉信
号量がＮ番目に小さい移動局）の識別情報と当該移動局の干渉信号量とを、伝送方法変更
部１４０に出力してもよい。
【００６２】
その他、通信品質取得部１３０は、当該基準値との差分が所定の範囲にある干渉信号量に
対応する移動局の数が所定数を超えた場合のみ、上述の干渉信号量及び当該干渉信号量に
対応する移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６３】
例えば、通信品質として「信号対干渉信号量比」が選択された場合、通信品質取得部１３
０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局のそれぞれに対応する信号対干渉信
号量比の中から、最高の信号対干渉信号量比又は最低の信号対干渉信号量比を選択して、
当該信号対干渉信号量比と当該信号対干渉信号量比に対応する移動局の識別情報とを伝送
方法変更部１４０に出力する。
【００６４】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の信号対
干渉信号量比の平均値を算出して、算出した平均値と当該マルチキャストグループに属す
る移動局に属する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。また、
通信品質取得部１３０は、上述のように算出した平均値が所定値を超えている場合のみ、
当該平均値及び当該移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６５】
また、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局の信号対
干渉信号量比の中から選択された最低の信号対干渉信号量比についての所定期間内の変動
量を算出し、算出した変動量と当該最低の信号対干渉信号量比に対応する移動局の識別情
報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。また、通信品質取得部１３０は、上述の
変動量が所定値を超えている場合のみ、当該変動量を伝送方法変更部１４０に出力しても
よい。
【００６６】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の信号対干渉信号量比を基準値と
して、当該基準値との差分が所定の範囲にある信号対干渉信号量比と当該信号対干渉信号
量比に対応する移動局の識別情報とを伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６７】
また、通信品質取得部１３０は、上述の平均値又は最低の信号対干渉信号量比を基準値と
して、当該基準値を用いて任意の方法で抽出した移動局（例えば、信号対干渉信号量比が
小さい順に選択されたＮ個の移動局や、信号対干渉信号量比が平均値に近い順に選択され
たＮ個の移動局や、信号対干渉信号量比がＮ番目に小さい移動局）の識別情報と当該移動
局の信号対干渉信号量比とを、伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００６８】
その他、通信品質取得部１３０は、当該基準値との差分が所定の範囲にある信号対干渉信
号量比に対応する移動局の数が所定数を超えた場合のみ、上述の信号対干渉信号量比及び
当該信号対干渉信号量比に対応する移動局の識別情報を伝送方法変更部１４０に出力して
もよい。
【００６９】
なお、通信品質取得部１３０は、各移動局２００ａ～２００ｌから取得した各通信品質に
基づいて各通信品質の平均値を算出し、算出した平均値と予め設定された基準値との間の
差分を伝送方法変更部１４０に出力してもよい。
【００７０】
伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された通信品質に応じて、誤り
符号化レート、繰り返しビット数、インターリーブ長、多重コード数又は送信信号の繰り
返し数の少なくとも一つについての伝送方法を変更するものである。
【００７１】
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伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から最低の通信品質又は最高の通信品質
を受信した場合、受信した通信品質に応じて、伝送方法を変更する。
【００７２】
かかる場合、伝送方法変更部１４０は、最低の通信品質又は最高の通信品質を有する各移
動局２００ａ～２００ｌに対して、変更された伝送方法で信号を送信するように、送受信
部１１０に指示する。
【００７３】
伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から通信品質の平均値を受信した場合、
当該平均値と予め設定された基準値との間の差分を算出し、算出した差分の大きさに応じ
て、伝送方法を変更する。
【００７４】
かかる場合、伝送方法変更部１４０は、各移動局２００ａ～２００ｌに対して、変更され
た伝送方法で信号を送信するように、送受信部１１０に指示する。
【００７５】
具体的に、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から送信された通信品質に応
じて、誤り符号化レートの大きさを変更する。
【００７６】
一般的に、畳み込み符号やＴｕｒｂｏ符号等の誤り訂正符号は、送信する信号に対して、
冗長ビットとして付加されるものである。したがって、上述の誤り符号化レートは、「信
号／（信号＋冗長ビット）」によって算出される。
【００７７】
例えば、１ビットの信号に対して２ビットの冗長ビット（誤り訂正符号）が付加されると
、誤り符号化レートは１／３になる。誤り符号化レートが大きいと信号の長さは短くなる
が、誤りを訂正する能力は低くなる。逆に、誤り符号化レートが小さいと信号の長さは長
くなるが、誤りを訂正する能力は高くなる。
【００７８】
伝送方法変更部１４０は、かかる原理を利用して、通信品質取得部１３０から送信された
通信品質に基づいて、かかる通信品質が低いときは、当該通信品質の移動局に対する誤り
符号化レートを小さくし、かかる通信品質が高いときは、当該通信品質の移動局に対する
誤り符号化レートを大きくする。
【００７９】
例えば、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から最低の受信電力及び当該受
信電力に対応する移動局２００の識別情報が出力された場合、当該移動局２００を特定す
る。ここで、例えば、特定された移動局２００が、所望の受信電力を満たしていない場合
、伝送方法変更部１４０は、特定のマルチキャストグループに属している全ての移動局２
００ａ～２００ｌについての誤り符号化レートを小さくする。
【００８０】
一方、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から最高の受信電力及び当該受信
電力に対応する移動局２００の識別情報が出力された場合、当該移動局２００を特定する
。ここで、例えば、特定された移動局２００が、所望の通信品質以上の通信品質である場
合、伝送方法変更部１４０は、特定のマルチキャストグループに属している全ての移動局
２００ａ～２００ｌについての誤り符号化レートを大きくする。
【００８１】
また、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された通信品質に応じて
、繰り返しビット数を変更することもできる。
【００８２】
ここで、繰り返しビットは、送信する信号に対して、ある規則に基づき、繰り返し付加す
るビットを意味する。すなわち、繰り返しビットは、ビット誤りを少なくするためのビッ
トを意味する。
【００８３】
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この繰り返しビット数が多くなると信号の長さは長くなるが、誤りを訂正する能力は高く
なる。逆に、繰り返しビット数が少ないと信号の長さは短くなるが誤りを訂正する能力は
低くなる。
【００８４】
伝送方法変更部１４０は、この原理を利用して、通信品質取得部１３０から出力された移
動局２００における通信品質に基づいて、当該通信品質が低いときは繰り返しビット数を
多く付加し、当該通信品質が高いときは繰り返しビット数を少なくする。
【００８５】
更に、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された通信品質に応じて
、インターリーブ長を変更することもできる。
【００８６】
一般的に、インターリーブ長が長くなると、バースト誤りに対して誤り訂正符号による誤
りを訂正する能力が高くなる。
【００８７】
伝送方法変更部１４０は、この原理を利用して、通信品質取得部１３０から出力された移
動局２００における通信品質に基づいて、当該通信品質が低いときはインターリーブ長を
長くし、当該通信品質が高いときはインターリーブ長を短くする。この結果、伝送方法変
更部１４０は、所定の信号を送信する際のリアルタイム性を高くすることができる。
【００８８】
また、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された通信品質に応じて
、多重コード数を変更することもできる。
【００８９】
ここで、基地局１００は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ａｃｃｅｓｓ：符号（コード）分割多元接続）方式により信号を多重する場合、マルチキ
ャスト通信で送信する共通情報を多重するための多重コード数を増やすと、送信可能なビ
ット数が多くなるため、新たな冗長ビットを多く付加することができる。
【００９０】
一方、共通情報以外の信号、例えば音声やその他のデータが、共通情報と共にＣＤＭＡ方
式で多重されている場合には、基地局１００は、他のサービスに割り当てるコード数を減
らすか、又は他のサービス自体を多重しないようにすることにより、通信品質を上げるこ
とができる。
【００９１】
伝送方法変更部１４０は、この原理を利用して、通信品質取得部１３０から出力された移
動局２００における通信品質に基づいて、当該通信品質が低いときは多重コード数を多く
し、当該通信品質が高いときは多重コード数を少なくすることによって、所定の信号を送
信する際に、十分な空きリソースを確保することができ、各移動局２００ａ～２００ｌに
おける通信品質を向上させることができる。
【００９２】
また、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された通信品質に応じて
、送信信号の繰り返し数を変更することもできる。
【００９３】
ここで、基地局１００は、送受信部１１０を介して送信される信号（送信信号）を該当す
る移動局２００に対して正確に伝達するために、当該送信信号を一定周期毎に繰り返して
送信することができる。
【００９４】
これにより、基地局１００は、送信信号の繰り返し数を多くすることで、情報の冗長性を
高めることができるため、移動局２００は、基地局１００から送信される情報を正確に受
信することができ、通信品質を更に向上させることができる。
【００９５】
伝送方法変更部１４０は、この原理を利用して、通信品質取得部１３０から出力された移
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動局２００における通信品質に基づいて、当該通信品質が低いときは送信信号の繰り返し
数を多くし、当該通信品質が高いときは送信信号の繰り返し数を少なくする。この結果、
伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から出力された移動局２００における通
信品質に基づいて、送信信号の繰り返し数を増減させることで、特定のマルチキャストグ
ループに属する全ての移動局２００における通信品質を調整することができる。
【００９６】
また、伝送方法変更部１４０は、特定のマルチキャストグループ内の移動局における受信
電力の平均値が所定値を超える場合、当該平均値を通信品質取得部１３０から受信した場
合、当該平均値に応じて、誤り符号化レート、繰り返しビット数、インターリーブ長又は
多重コード数を変更することができる。
【００９７】
この結果、伝送方法変更部１４０は、特定のマルチキャストグループに属する複数の移動
局の通信品質に応じて、信号の伝送方法を細かに変更することができるので、細かに変更
された伝送方法を用いて、特定のマルチキャストグループに属する全体の移動局２００に
おける通信品質を調整することができる。
【００９８】
なお、伝送方法変更部１４０は、誤り符号化レート、繰り返しビット数、インターリーブ
長又は多重コード数等の伝送方法の中から、いずれか一つ、又はいずれか二以上の伝送方
法を用いてもよい。これにより、伝送方法変更部１４０は、複数の伝送方法を用いて、全
体の移動局２００における通信品質を調整することができる。
【００９９】
また、伝送方法変更部１４０は、上述の通信品質及び無線リソース管理部１６０によって
管理されている無線リソースの状況に基づいて伝送方法を変更してもよい。
【０１００】
送信情報データベース１５０は、移動局に対してこれから送信する信号を記憶するもので
ある。
【０１０１】
無線リソース管理部１６０は、無線リソースの状況を管理するものである。例えば、無線
リソース管理部１６０は、基地局１００ａが管理するエリア３００ａの無線リソース容量
やエリア３００ａ内で現在使用可能な無線リソース（例えば、無線チャネル数や送信電力
等）等を管理する。
【０１０２】
本実施形態では、送受信部１１０と通信品質データベース１２０と通信品質取得部１３０
と伝送方法変更部１４０と伝送方法データベース１５０と無線リソース管理部１６０とが
、基地局に設けられている場合について説明したが、本発明は、かかる場合に限定される
ものではなく、全ての機能が、無線制御装置５０に設けられていてもよいし、機能の一部
が、無線制御装置５０に設けられており、残りが、基地局１０ａに設けられていてもよい
。
【０１０３】
（本実施形態に係る移動通信システムの動作）
上記構成を有する移動通信システムの動作について、図３を参照して説明する。図３は、
本実施形態に係る移動通信システムの動作を示すフローチャートである。
【０１０４】
図３に示すように、ステップ１０１において、各移動局２００ａ～２００ｌが、基地局１
００ａから受信した信号の通信品質を測定する。そして、各移動局２００ａ～２００ｌの
通信品質測定部２３０は、測定した通信品質を、送受信部２１０を介して、基地局１００
ａの送受信部１１０に送信する。
【０１０５】
ステップ１０２において、基地局１００ａの送受信部１１０が、各移動局２００ａ～２０
０ｌで測定された通信品質を取得して、通信品質データベース１２０に記憶する。
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【０１０６】
また、通信品質取得部１３０は、複数の通信品質の中から、いずれか一つの通信品質（例
えば、「受信電力」等）を選択して、選択した通信品質を伝送方法変更部１４０に出力す
る。
【０１０７】
例えば、通信品質取得部１３０は、特定のマルチキャストグループに属する移動局のそれ
ぞれに対応する受信電力の中から、最低の受信電力等を伝送方法変更部１４０に出力する
。
【０１０８】
ステップ１０３において、伝送方法変更部１４０が、通信品質取得部１３０から出力され
たに応じて、伝送方法として、誤り符号化レート、繰り返しビット数、インターリーブ長
、多重コード数又は送信信号の繰り返し数の少なくとも一つを変更する。
【０１０９】
例えば、伝送方法変更部１４０は、通信品質取得部１３０から受信した受信電力の平均値
が所定値を超える場合、各移動局２００における通信品質の高低に応じて、誤り符号化レ
ート、繰り返しビット数、インターリーブ長又は多重コード数を変更する。
【０１１０】
ステップ１０４において、送受信部１１０は、変更された伝送方法で、該当する各移動局
２００（例えば、特定のマルチキャストグループに属する移動局）に信号を送信する。
【０１１１】
（本実施形態に係る移動通信システムによる作用及び効果）
本実施形態に係る移動通信システムによれば、伝送方法変更部１４０が、各移動局２００
ａ～２００ｌにおけるいずれかの通信品質に応じて、誤り符号化レート等を含む伝送方法
を変更するので、各移動局２００ａ～２００ｌにおける通信品質のバランスを考慮して、
これから送信する信号についての伝送方法を決定することができる。
【０１１２】
また、本実施形態に係る移動通信システムによれば、伝送方法変更部１４０が、各移動局
２００ａ～２００ｌにおける通信品質の中から、最低の通信品質を選択し、選択した通信
品質に応じて伝送方法を変更することができるので、所望の通信品質を満たさない移動局
２００の通信品質を向上させることができる。
【０１１３】
また、本実施形態に係る移動通信システムによれば、伝送方法変更部１４０が、各移動局
２００ａ～２００ｌにおける通信品質の中から、最高の通信品質を選択し、選択した通信
品質に応じて伝送方法を変更することができるので、移動局における過度の通信品質を回
避することができ、移動局２００ａ～２００ｌが属するエリア以外に属する移動局２００
の通信品質を全体的に向上させることができる。
【０１１４】
更に、本実施形態に係る移動通信システムによれば、伝送方法変更部１４０が、各移動局
２００ａ～２００ｌにおける通信品質についての平均値と、予め設定された基準値との間
の差分を算出し、算出した差分の大きさに応じて伝送方法を変更することができるので、
特定のマルチキャストグループに属する移動局２００ａ～２００ｌの通信品質を全体的に
調整することができる。
【０１１５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、各移動局のそれぞれにおける通信品質の相互のバ
ランスを考慮して、共通情報を送信する際の伝送方法を変更することで、かかる通信品質
を所望の通信品質に近づけるようにさせると共に、全体の通信品質を向上させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態に係る移動通信システムの機能ブロック図である。
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【図２】本実施形態に係る移動通信システムで用いられる通信品質データベースの記憶内
容を示す図である。
【図３】本実施形態における移動通信システムの動作を示すフローチャートである。
【図４】従来の移動通信システムの概略構成を示す図である（その１）。
【図５】従来の移動通信システムの概略構成を示す図である（その２）。
【符号の説明】
１００…基地局
１１０…送受信部
１２０…通信品質データベース
１３０…通信品質取得部
１４０…伝送方法変更部
１５０…送信情報データベース
２００…移動局
２１０…送受信部
２２０…制御部
２３０…通信品質測定部
２３１…受信電力測定部
２３２…信号誤り率測定部
２３３…干渉量測定部
２３４…信号対干渉量比測定部
３００…エリア

【図１】 【図２】
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